
超
大
型
貨
物
航
空
機

海
上
輸
送
で
コ
ン
テ
ナ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
が
進
展
し
、
海
陸
を
通
じ
そ
の
輸
送

と
く
に
流
通
面
で
の
変
革
は
著
し
い
も

の
が
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
航
空
界
で
は
貨
物
機
の

積
載
能
力
に
限
界
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら

ｌ
ち
を
み
に
、
ジ
ャ
ン
ボ
機
と
い
わ

れ
る
ダ
グ
ラ
ス
社
の
卿
Ｆ
型
機
は
、
最

大
離
陸
重
量
三
五
○
ト
ン
に
対
し
て
貨

物
積
職
重
量
が
た
か
だ
か
八
○
ト
ン
に

過
ぎ
な
い
。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
の
二
○
フ
ィ
ー
ト
コ
ン

テ
ナ
を
二
千
個
も
積
戦
し
、
三
十
二
ノ

ッ
ト
と
い
う
駆
逐
艦
並
み
の
ス
ピ
ー
ド

で
海
上
輸
送
が
行
わ
れ
て
い
る
の
に
、

速
度
の
点
で
は
船
舶
に
優
る
と
し
て
も

現
行
ジ
ャ
ン
ボ
機
で
、
一
○
フ
ィ
ー
ト

コ
ン
テ
ナ
で
二
十
八
個
、
四
十
フ
ィ
ー

ト
コ
ン
テ
ナ
の
場
合
七
個
と
い
っ
た
少

量
し
か
利
用
で
き
な
い
。

×
×
×

運
賃
負
担
能
力
の
高
い
貨
物
、
い
い

か
え
る
と
、
容
積
、
重
量
と
も
に
小
さ

く
、
価
格
の
高
い
も
の
の
み
を
輸
送
し

て
い
た
航
空
貨
物
輸
送
も
、
ラ
ン
ド
プ

リ
ッ
ジ
方
式
ｌ
例
え
ば
日
本
か
ら
ョ

－
ロ
ッ
パ
に
貨
物
を
送
る
場
合
、
コ
ン

テ
ナ
に
詰
め
、
太
平
洋
を
海
上
輸
送

し
、
ア
メ
リ
カ
本
土
を
鉄
道
輸
送
、
太

西
洋
岸
か
ら
さ
ら
に
船
便
に
よ
っ
て
輸

送
す
る
方
式
ｌ
か
ら
、
セ
ミ
ラ
ン
ド

ブ
リ
ッ
ジ
と
い
っ
て
、
日
本
か
ら
ア
メ

リ
カ
本
土
の
大
西
洋
岸
ま
で
貨
物
輸
送

を
す
る
と
き
、
ア
メ
リ
カ
国
内
は
航
空

機
に
よ
る
方
式
が
取
り
入
れ
ら
れ
つ
つ

あ
る
。

×
×
×

こ
れ
に
対
応
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
航

〈
神
戸
市
土
木
局
参
事
〉

諸
岡
博
熊

☆
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
⑮

空
機
製
造
の
大
手
、
ダ
グ
ラ
ス
社
と
ボ

ー
イ
ン
グ
社
は
、

①
今
後
十
年
以
内
に
航
空
貨
物
の
伸

び
率
が
旅
客
の
伸
び
率
を
上
回
る
だ
る

』
フ
。②

輸
送
コ
ス
ト
を
引
き
下
げ
る
に
は

大
型
機
の
開
発
が
必
要
と
の
理
由
で
、

一
九
八
○
年
の
半
ば
に
開
発
を
完
了
さ

せ
る
よ
う
超
大
型
貨
物
機
に
取
り
組
み

出
し
た
。

詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
四
十
フ

ィ
ー
ト
コ
ン
テ
ナ
を
四
十
’
五
十
個
積

戦
で
き
る
最
大
離
陸
重
量
四
五
○
ト
ン

貨
物
積
載
重
量
二
○
○
’
三
○
○
ト
ン

と
い
わ
れ
、
現
行
ジ
ャ
ン
ボ
機
の
六
倍

以
上
の
能
力
を
も
つ
超
マ
ン
モ
ス
機
。

た
だ
、
こ
の
よ
う
な
超
大
型
貨
物
機

が
実
際
に
就
航
す
る
に
は
、
空
港
や
ア

ク
セ
ス
道
路
そ
の
他
付
帯
施
設
の
大
幅

な
改
良
が
必
要
と
な
り
、
海
上
コ
ン
テ

ナ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
次
ぐ
、
第
二
の
航

空
輸
送
革
命
が
起
き
そ
う
で
あ
る
。

水
平
型
の
機
体
の
鼻
先
か
ら
５
個
の
コ
ン
テ
ナ
が
同

時
に
出
し
入
れ
で
き
る
超
大
型
貨
物
機
の
想
像
図
。

１
８３
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①
だ
か
ら
、
一
般
の
舞
台
で
は

ひ
と
つ
の
台
本
が
あ
っ
て
、
そ

軍、凸副望響唱』唾

⑨
６
（
日
）
小
杉
武
久
と
夕
Ｉ
ジ
マ
ハ

ー
ル
旅
行
団
に
よ
る
野
外
イ
ベ
ン
ト

現
代
音
楽
で
も
な
く
、
ジ
ャ
ズ
で
も
な

く
、
ロ
ッ
ク
で
も
な
く
、
演
劇
で
も
な

い
新
し
い
音
の
世
界
。
（
芦
屋
川
畔
、

夜
は
ホ
ー
ル
公
演
予
定
）

③
９
（
水
）
Ｉ
枢
（
土
）
ポ
デ
ィ
ワ
ー

ク
重
藤
正
美
、
王
水
町
煙
、
森
田
其

弘
（
小
ホ
ー
と

オ
プ
ジ
エ
ワ
ー
ク
河
口
施
夫
、
植
松

杢
二
、
観
世
栄
夫
、
小
清
水
漸
、
村
岡

三
郎
、
宮
崎
豊
治
（
３
Ｆ
ロ
ビ
ー
）

、
蝿
（
日
）
ミ
ニ
公
演
小
ホ
ー
ル

④
脚
（
月
）
ｌ
肥
（
金
）
サ
ウ
ン
ド
ワ

ー
ク
松
永
通
温
、
大
前
哲
、
辻
井
英

雄
、
松
下
真
一
、
菅
野
聖
子
、
一
柳
慧

（
小
ホ
ー
ル
）
ラ
イ
ト
ワ
ー
ク
白
井

亜
紀
、
今
井
祝
雄
（
３
Ｆ
ロ
ビ
ー
）

⑧
閲
（
土
）
ミ
ニ
公
斌
小
ホ
ー
ル

各
ワ
ー
ク
と
も
展
示
や
作
品
公
明
を

行
な
い
（
Ａ
Ｍ
ｍ
時
ｌ
Ｐ
Ｍ
ｍ
時
）
夜

に
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
同
志
が
話
し
合
っ

た
り
、
作
家
と
観
客
が
作
品
を
前
に
対

話
し
た
り
す
る
場
に
な
り
ま
す
（
Ｐ
Ｍ

７
時
１
９
時
）
。
そ
し
て
こ
れ
ら
話
し

合
い
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
た
共
同
作
業

に
よ
る
ミ
ニ
公
演
。

④
鯛
（
水
）
型
（
木
）
コ
ン
プ
レ
ッ
ク

ス
ワ
ー
ク
オ
ー
プ
ン
リ
サ
イ
タ
ル
大

ホ
ー
ル
Ａ
Ｍ
叩
時
Ｉ
Ｐ
Ｍ
加
時

④
浦
（
金
）
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
ワ
ー
ク

Ａ
公
演
「
ト
ー
タ
ル
シ
ア
タ
ー
・
葵
の

上
」
ス
タ
ッ
フ
・
一
柳
慧
、
松
本
俊

夫
、
観
世
栄
夫
、
立
木
足
彦
、
キ
ャ
ス

ト
・
観
世
寿
夫
、
観
世
栄
夫
、
浅
見
真

広
（
大
ホ
ー
ル
Ｐ
Ｍ
６
時
半
１
９
時
）

④
妬
（
土
）
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
ワ
ー
ク

Ｂ
公
演
「
晩
餐
・
人
間
再
視
」
村
岡

三
郎
、
河
口
施
夫
、
斎
藤
智
、
小
淵
水

漸
、
宮
崎
豊
治
、
今
井
祝
雄
、
植
松
壷

二
（
大
ホ
ー
ル
Ｐ
Ｍ
６
時
半
１
９
時
）

各
ワ
ー
ク
な
ど
の
作
柔
が
染
大
成
さ

れ
、
新
し
い
総
合
芸
術
を
目
ざ
す
コ
ン

プ
レ
ッ
ク
ス
ワ
ー
ク
。
オ
ー
プ
ン
リ
サ

イ
タ
ル
は
、
そ
れ
に
先
立
つ
公
開
練
習

と
リ
ハ
ー
サ
ル
。

＠
町
（
日
）
ル
ナ
ア
ー
ト
パ
ー
テ
ィ

▼
「
呼
び
か
わ
し
」
坪
能
克
裕
、
「
グ

レ
ー
ト
・
コ
ン
ベ
シ
ョ
ン
」
湯
浅
譲
二

各
ワ
ー
ク
に
盛
り
こ
み
き
れ
な
か
っ

た
作
品
や
公
演
、
イ
ベ
ン
ト
、
ハ
プ
ニ

ン
グ
を
一
挙
に
爆
発
さ
せ
寵
す
。
空
間

的
な
音
、
光
の
作
品
と
し
て
、
趣
物
全

体
が
ひ
と
つ
の
楽
器
に
な
る
よ
う
柵
成

さ
れ
ま
す
。
（
大
ホ
ー
ル
Ｐ
Ｍ
６
時

半
１
９
時
）

慧識蕊●
企
画
を
し
て
い
る
の
は
「
い

ま
、
芸
術
は
…
」
実
行
委
員
会
。

ル
ナ
ホ
ー
ル
を
設
計
し
た
山
崎

泰
孝
さ
ん
代
表
以
下
、
阪
神
間

の
若
い
男
女
釦
名
。
メ
ン
バ
ー

ｅ
ど
う
も
わ
か
ら
な
い
、
と
喰

う
前
か
ら
敬
遠
さ
れ
が
ち
。
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
自
身
手
さ
ぐ
り
状

態
に
あ
る
現
代
芸
術
。
ひ
と
つ

そ
れ
を
ま
左
板
の
上
に
乗
っ
け

て
み
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
。
観
客

も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も
プ
ロ
ジ
ュ

ー
ス
屋
も
、
み
ん
な
料
理
人
さ

⑤
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー
ル
開
館
５
周

年
を
記
念
し
て
第
三
回
ル
ナ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
４
月
６
日
か

ら
”
日
ま
で
開
か
れ
、
多
角
的

な
催
し
の
一
環
と
し
て
、
期
間

中
〈
い
ま
、
芸
術
は
…
〉
と
題
さ

れ
た
大
イ
ベ
ン
ト
が
進
め
ら
れ

る
。
現
代
音
楽
家
、
造
形
作

家
、
言
語
作
家
、
映
像
作
家
、

舞
踊
家
…
…
が
織
り
な
す
ト
ー

タ
ル
ド
ラ
マ
・
時
代
の
前
衛
に

立
つ
人
た
ち
と
参
加
者
と
の
交

流
か
ら
、
新
し
い
何
か
を
創
造

し
よ
う
と
い
う
試
み
。

蕊 口

れ
に
の
っ
と
っ
て
人
を
集
め
、

演
出
が
進
め
ら
れ
て
い
く
と
い

う
と
こ
ろ
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で

は
そ
の
秩
序
を
持
た
ま
い
。

人
と
人
と
の
交
渉
の
な
か
か

ら
生
ま
れ
て
く
る
も
の
を
こ
そ

見
つ
め
て
い
こ
う
と
い
う
ド
ラ

マ
。
ハ
プ
ニ
ン
グ
以
上
の
も
の

で
う
ず
ま
る
は
ず
だ
。

’
6４

●
市
民
会
館
２
Ｆ
ロ
ビ
ー
で
は

〈
い
ま
、
芸
術
は
…
〉
が
た
ど
っ

て
き
た
プ
ロ
セ
ス
の
記
録
を
展

示
。
発
生
か
ら
当
日
ま
で
、
関

わ
っ
た
人
々
と
作
品
の
過
程
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は

後
日
、
本
に
も
ま
と
め
ら
れ
る

予
定
。

は
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー

大
学
研
究
所
勤
務
、
七
宝
焼
の

先
生
な
ど
雑
多
。
予
算
も
十
分

で
な
い
た
め
持
出
し
覚
悟
で
、

昨
年
狸
月
か
ら
週
三
日
、
夜
に

な
る
と
「
芸
術
屋
敷
」
こ
と
委

員
会
事
務
局
に
集
ま
り
ツ
ノ
つ

き
合
わ
せ
て
計
画
を
煮
つ
め
て

き
た
。

●
音
楽
に
し
ろ
、
美
術
、
映
像

に
し
る
昔
の
ま
ま
の
ジ
ャ
ン
ル

に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
て
は
何
も

生
ま
れ
な
い
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

個
人
の
作
品
を
の
り
越
え
、
共

同
作
業
の
な
か
か
ら
何
か
を
創

っ
て
い
こ
う
と
、
関
西
、
東
京

は
じ
め
各
地
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

た
ち
に
参
加
協
力
を
咲
び
か
け

た
と
こ
ろ
、
商
業
ベ
ー
ス
で
な

い
こ
の
企
画
に
、
実
行
委
で
も

思
い
が
け
な
い
予
想
以
上
の
反

響
が
返
っ
て
き
た
。
現
在
、
現

代
作
家
訓
名
の
参
加
を
得
、
意

欲
的
な
討
論
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

●
桜
も
花
開
く
こ
ろ
芦
屋
川

畔
と
ル
ナ
ホ
ー
ル
西
側
道
路
が

期
間
中
の
土
、
日
曜
日
は
開
放

さ
れ
る
予
定
。
商
売
ぬ
き
（
／
、
）

の
店
が
並
び
、
歌
っ
た
り
、
踊

っ
た
り
の
、
春
か
ら
縁
起
の
よ

い
広
場
。
即
日
（
日
）
に
は
元

永
定
正
、
徳
永
秀
則
さ
ん
ら
の

煙
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
が
こ
こ
で

行
な
わ
れ
る
。
（
雨
天
”
日
）

蕊Z 羽

鍵 議繍鍵繍繍
⑥入場券は
ミニ公演密7 0 0
コンプレックス
：各ワーク葛1 , 5 0 0
アートパーティ密2 , 0 0 0
トータル券密 4 , 5 0 0

⑧発売＝芦屋市民会館内売店、神戸
新聞会館、神戸ヤマハ、大阪梅田
阪急、阪神、心斎橘ヤマハ、京都
書院の各プレイガイド
今橋画廊、信濃橋画廊、ギャラリ
ーユ６，元町画廊
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３８人展のオープニングパーティに集った現代美術作家のめんめん

☆
新
し
い
関
西
を
創
造
す
る
縫
合
雑
誌

オ
ー
ル
関
西

☆
待
っ
て
ま
し
た
河
内
屋
ノ
．

関
西
歌
舞
伎
を
守
ろ
う
で
は

な
い
か
と
、
三
月
十
九
日
、
神

戸
生
田
神
社
会
館
で
、
実
川
延

若
丈
の
後
援
会
神
戸
井
筒
会
が

発
足
し
た
。
会
長
は
宮
崎
辰
雄

神
戸
市
長
で
、
理
事
に
は
、
荒

尾
親
成
、
柏
井
建
一
、
川
西
楢

枝
、
小
林
芳
夫
、
角
南
猛
夫
、

田
中
建
一
郎
、
土
井
芳
子
、
長
島

隆
、
花
柳
芳
恵
一
子
、
福
田
義

文
、
森
実
勉
一
、
松
井
一
郎
氏

ら
が
つ
ら
な
り
各
分
野
の
延
若

フ
ァ
ン
な
ら
び
に
関
西
歌
舞
伎

の
支
援
者
二
○
○
名
が
参
加

し
、
日
本
の
伝
統
文
化
へ
の
強

い
愛
着
ぶ
り
が
し
の
ば
れ
た
。

当
日
は
延
若
丈
の
「
白
扇
」

な
ど
の
小
唄
ぶ
り
や
、
長
谷
川

幸
延
氏
と
の
対
談
も
あ
っ
た
。

会
費
は
年
二
万
円
。

お
問
合
せ
神
戸
市
生
田
区
下

延
若
丈
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を

☆
神
戸
の
集
い
か
ら

八
ナ
カ
モ
ト
ビ
ル
８
Ｆ
雪
（
”
）

八
二
五
一
）
で
開
か
れ
、
ユ
ニ

ー
ク
な
作
品
群
を
披
露
し
、
初

日
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ

が
開
か
れ
た
。
足
立
幸
久
、
イ

ソ
川
カ
エ
子
、
井
原
良
忠
、
上
西

良
一
、
上
野
敏
郎
、
上
前
智
祐
、

山
手
一
、
生
田
会
館
内
蔚
﹈
Ⅷ

（
弧
）
３
８
５
１

な
お
本
年
は
、
６
月
の
中
座

延
若
、
扇
雀
の
公
演
、
、
月
神

戸
文
化
ホ
ー
ル
の
延
若
、
扇
雀

富
十
郎
の
公
演
観
劇
が
決
定
。

☆
白
山
画
廊
で
釦
人
展

釦
人
の
現
代
美
術
の
メ
ン
バ

ー
に
よ
る
合
同
展
が
、
三
月
十

一
日
’
二
十
三
日
迄
、
白
山
画

廊
（
葺
合
区
吾
妻
通
三
ノ
ー
ノ

〈
四
月
号
予
告
〉

☆
グ
ラ
ビ
ア

「
女
の
四
季
」
寿
岳
章
子

「
万
葉
記
」
⑳

ｌ
奈
良
竜
田
ｌ
犬
養
孝

☆
特
集

マ
イ
ス
ポ
ー
ッ

☆
座
談
会
／
ア
ン
ケ
ー
ト

木
崎
国
嘉
他

☆
カ
ラ
ー
グ
ラ
ビ
ア
①

世
界
の
街
角

☆
陶
芸
家
と
の
一
時
間
③

三
浦
竹
泉
文
・
青
木
重
雄

☆
現
代
と
伝
統
⑮

吉
田
光
邦

☆
「
古
寺
の
莞
」

文
・
多
田
智
満
子

カ
メ
ラ
・
小
山
保

☆
「
夕
ぐ
れ
に
蔀
を
植
ゑ

て
」足立

巻
一
え
．
津
高
和
一

１
８５

氏
平
源
吾
、
大
西
正
、
萩
野
久
、

小
野
田
実
、
金
崎
博
、
川
久
保
健

三
、
川
向
悦
子
、
木
村
和
照
、
小

林
陸
一
郎
、
坂
本
昌
也
、
坂
本
腿

島
村
光
、
生
水
和
夫
、
杉
岡
雄
二

鈴
木
敏
董
、
玉
越
信
樹
、
筒
井
勝

中
田
誠
、
な
が
い
け
い
い
ち
、
西

谷
成
、
芳
賀
陽
子
、
原
山
勝
、
東

山
明
、
平
田
洋
一
、
藤
原
富
美
子

穂
束
豊
国
、
堀
尾
昭
子
、
堀
尾
貞

治
、
前
川
強
、
増
田
正
和
、
松
嶋

茂
勝
、
松
田
豊
、
丸
本
緋
、
三
津

田
隆
子
、
宮
崎
豊
治
、
宮
崎
み
よ

し
、
森
英
夫
、
や
す
だ
ひ
ろ
し
、

山
口
静
治
、
山
口
牧
生
、
山
田
真

紀
子
、
山
根
留
美
子
ら
釦
名
が

出
品
し
た
。

☆
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
市
民
大
学

二
期
生
卒
業
／
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
市
民
大
学
の

二
期
生
の
卒
業
式
が
三
月
七
日

貿
易
セ
ン
タ
ー
ピ
ル
調
Ｆ
で
行

わ
れ
た
。
昨
年
の
七
月
か
ら
九

ヶ
月
間
に
わ
た
る
誹
議
を
う
け

新
た
な
神
戸
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

都
市
化
へ
の
〃
核
的
“
た
人
材

と
し
て
の
活
蹴
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

卒業おめでとう

月
刊
オ
ー
ル
関
西
編
集
部

大
阪
市
北
区
兎
我
野
町
一
三

梶
原
ピ
ル
二
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
弓
－
四
届
ｌ
迭
冨

年
間
購
眺
料
密
５
０
０
０
〈
送
料
込
〉

半
年
蓄
２
５
０
０
〈
送
料
込
〉

振
替
口
座
大
阪
・
４
５
０
８
３
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☆チャーミングだった公開講座

水野正夫氏の講演

さる２月2 4 日、生田神社会館で開
かれたファッション市民大学公開訓
座は、神戸のもつ文化、風土、産業
生活の特質を生かして、神戸ファッ
ションを創造、リードしてゆく人材
の養成を、的に開かれたもの。神戸
市経済局長の挨拶に続き、奏砂丘子
さんが今年の春夏のファッションカ
ラーを中心に「色とその周辺」を講
演、続いて水野正夫氏が「生活とフ
ァッション」のテーマで、洋服と和
服の着こなしの違いなど身近な問題
をとりあげショーをまじえて講演、
好評のうち幕をとじた。
☆神戸らしいカラーをみせて
２月2 0 日神戸文化ホール中ホール

で、Ｋ・Ｆ・Ｃ（コウベ．ファッシ
ョン・クリエーターズ）の春から夏
へのＫＯＢＥＣＯＬＬＥＣＴＩＯＮが、
はなやかに披露された◎中西省伍、
藤本ハルミ、柳本薫、中島嘉子、砂

一群一

一一帯

|繍霞麓
フィナーレ風景

川松枝、専崎恵美子、岡原嘉代子、
藤井まつ子、山田冨紗子、吉田叢
絵、竹田昭子、正本幸子、真殿恵津
子さんら1 2 名のメンバーでゲストに
顧問の戸塚敏さんが出品、神戸カラ
ーをテーマにそれぞれの作品を競っ
た。昨年より充実した作品が多く、
１，２部とも満員の盛況だった。
☆Ｋ・Ｆ．Ｋが誕生しました。
Ｋ・Ｆ・ＡｏＫ。Ｆ・ＣｏＫ。Ｆ・Ｓｏ

などがファッション都市ＫＯＢＥを
めざして活躍中だが、３月2 5 日、婦
人子供服協同組合（Ｋ･ Ｆ･ Ｋ）が、
三菱信託銀行七階ホールで発会式を
もち、スタートした。これは、神戸
市内で婦人服地、子供服、婦人服飾
雑貨をあつかう有名専門店の集まり
で発会式には4 0 店が参加。
さっそくの動きとしては、神戸ま

つりにＫ・Ｆ。Ｋの花自動車を、と
ファッショナブルなフラワーバスの

市内巡回が決まった。参加メンバー
は、

噺，ゼ調典蝿鱗農
ファミリア、マキシン、マスヤ、オノ洋装店、
サノヘ、ヱスターニュートン、あかし屋、カワ
ムラ、京町デート、美登利屋、コマツヤ、ニユ
ーコマツ、アオイ、アマツ､ セリザワ、ベニヤ、
シラサ、原田、三宮ロペ、日装、ミヤムラ、芸
夢、まさ、シンワ、ミツチヤン、スギヤ

ら他4 0 店｡ まだ参加店を募っている。
お問合せは元町3 丁目ミヤムラ内迄。
☆現代衣服の源流展へのお誘い

３月2 5 日～５
月2 5 日まで京都
国立振代美術館
( 岡崎公園）で、
1910,20,30年
代のポワレ、キ
ャロヴィオネ、
シャネル、スキ

ヤパレリ他の巨匠たちのオリジナル
1 5 0 点が展示される「現代衣服の源
流展」が開かれる。（入場料5 0 0 円）
神戸っ子でもチケットを扱っていま
すので、ファッションにたづさわる
方や、おしやれた方はぜひどうぞ。
●愛読者招待（1 0 名様に限ります）
官製ハガキで住所、氏名、年令、職業を書いて
神戸市生田区束町1 1 3 ノ1 大神ピル７Ｆ月刊「神
戸っ子」詞集部へ。唖3 3 1 - 2 2 4 6 ）

6６
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陽だまりに香る花にも似て

やさしく、そしてはなやかに……。
ひと

美しい女性の、美しい時。

■

S ｅｎｚａｗＥｌ
本店＝神戸市生田区三宮町３－１８
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型

ノ

、〆

Ｌ

冒

Ｌ

ズ ギャ
078(331)3436
078(871)2733
０３(987)０５６７
０６(372)4877
0797(71)5033

店
店
店
店
店

宮
甲
京
田
塚

三
六
束
梅
宝

へ、一

す
み
れ
の
花
咲
く
頃

宝
塚
の
ス
ギ
ヤ
が

改
装
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

白
い
壁
に

色
あ
ざ
や
か
な

春
の
装
い
が
揃
っ
て
お
り
ま
す
。

ノ

~

婦人服飾とおしゃれ小物

，１
曲

画

トアロード

阪急六甲ﾌ ｧ ﾐ ﾘ ｰ ｽ ﾄ ｱ 内
池袋パルコ地下１階
阪急畠番街地下１階
阪急宝塚南口駅柵内

Ｉ

｝
ｊ
Ⅳ

一
‐
幸
甘
室

彦五国

夢竪囲

．’

阪急神戸店阪急百貨店1 階0 7 8 ( 3 2 1 ) 3 5 2 1
心斎橋店心斎怖パﾙ ｺ 3 階０６( 2 4 5 ) 1 3 1 6
芦屋川店阪急芦屋川ﾌｧﾐﾘｰｽﾄｱ内0797(３１)8193
宇都宮店両部剛1 t 店1階0 2 8 6 ( 3 5 ) 0 1 1 1
有限会社スギヤ事務センター
神戸市郵合区琴緒町５丁目３冠( 2 4 1 ) 2 ２９１．２
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‐

『 、
乃
装
苑
ド
レ
ス
コ
レ
ク
シ
ヨ
ン

フ

恢
例
の
装
苑
春
夏
も

３
川
５
日
か
ら
二
・
日
間
－
１
－
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
か

大丸前店

プレタエ場

－－一一

}、

の
う宮

〆
ツ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
出
品
作
品
の
な
か
か
ら
選
び
ま
し
た

生田区三宮町３丁目４５
ＴＥＬ3 3 1 - 7 5 5 0

灘区将軍通３丁目４－２４
ＴＥＬ8 8 1 - 0 9 0 7

＃
雪ダ蕊 磯

』

装
苑
イ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
店
（
サ
ン
プ
ラ
ザ
西
隣
）

７
月
中
旬
オ
ー
プ
ン
、
ご
期
侍
く
だ
き
い
・

－ノ

二

‘|､＝
ゴ

」の服飾大使館
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新しく美しくトアロードにマキシンガミ春の花を。

婦人帽子 マ堂宇シン 神戸・トアロード 東京･ 銀座３－２
TEL ( 0 7 8 ) 3 3 1 - 6 7 1 1 - 3 ･増設33 1 - 9 5 1 1 - 2ＴＥＬ(0 3 ) 5 3 5 - 5 0 4 1
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もきぅＢふ
い、ソ

つ

君盛名篇 ト
ア
・
ロ
ー
ド
の
春
。
こ
ぼ
れ
そ
う
に
咲
き
乱
れ
る
婦
人
帽
子
〃
マ
キ
シ
ン
〃
の
甘
く
、
優
し
い
ゥ
イ
ン
ド
ゥ
の
花
た
ち
。

三
月
十
二
日
装
い
も
新
し
く
七
階
建
て
の
白
い
エ
レ
ガ
ン
ト
な
マ
キ
シ
ン
ビ
ル
が
お
目
見
得
し
て
、
花
に
群
が
る
蜂
た

ち
の
よ
う
に
、
待
ち
か
ね
た
お
し
ゃ
れ
な
神
戸
っ
子
が
品
選
び
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
。
美
し
い
も
の
、
き
れ
い
な
も
の

へ
の
憧
れ
を
自
分
の
も
の
に
し
た
い
女
心
は
押
さ
え
が
た
い
も
の
ら
し
い
。

１
階
は
シ
ャ
ン
デ
リ
ヤ
が
豪
華
な
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
。
白
い
花
嫁
の
帽
子
と
ブ
ー
ケ
。
そ
し
て
カ
ラ
フ
ル
な
オ
リ
ジ
ナ
ル

作
品
や
、
造
花
が
。
２
階
に
は
、
レ
ジ
ャ
ー
向
き
の
輸
入
も
の
の
イ
タ
リ
ヤ
製
品
や
、
ロ
ン
ド
ン
製
品
も
あ
る
。
７
階
に

は
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
と
て
も
ヤ
ン
グ
な
い
き
い
き
と
し
た
帽
子
た
ち
。
最
近
の
モ
ー
ド
の
よ
り
優
し
く
女
ら
し
い
傾
向
に
、

き
っ
と
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
み
た
い
と
い
う
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
が
フ
ィ
ッ
ト
し
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

社
長
の
渡
辺
武
利
さ
ん
は
、
落
ち
つ
い
た
じ
っ
く
り
型
の
紳
士
。
昭
和
十
五
年
か
ら
生
田
前
で
帽
子
を
中
心
に
し
た
洋

品
雑
貨
の
〃
マ
キ
シ
ン
〃
を
営
む
ハ
イ
カ
ラ
神
戸
の
草
分
け
的
存
在
。
そ
の
頃
生
田
前
の
通
り
は
、
１
階
は
西
洋
骨
董
、

た
神
戸
の
ト
ア
・
ロ
ー
ド
に
再
生
し
て
、
全
国
ネ
ッ
ト
を
張
る
婦
人
帽
子
の
専
門
店
マ
キ
シ
ン
に
成
長
し
た
。

「
昭
和
十
五
年
の
誕
生
。
三
十
五
年
間
の
歴
史
。
そ
し
て
昭
和
五
十
年
の
こ
の
新
し
い
ス
タ
ー
ト
は
、
五
が
三
つ
並
ぶ
と

い
う
不
思
議
な
因
縁
も
あ
っ
て
、
不
景
気
な
時
代
で
も
あ
り
、
初
心
に
も
ど
っ
て
の
新
し
い
ふ
り
だ
し
だ
と
覚
悟
を
新
た

に
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。

と
も
か
く
、
私
の
店
へ
お
客
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
も
の
も
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
も
の
も
婦
人
帽
子
の

こ
と
は
何
で
も
間
に
合
う
と
い
う
商
品
構
成
で
ご
要
望
に
こ
た
え
た
い
の
で
す
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
も
現
在
六
名
。
こ
の
春
、

東
京
か
ら
三
人
ま
た
新
メ
ン
バ
ー
も
揃
い
万
全
に
こ
た
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
神
戸
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都

市
と
し
て
前
進
し
て
い
る
の
で
、
困
難
な
問
題
が
あ
ろ
う
と
も
協
力
し
て
行
き
た
い
で
す
ね
。
神
戸
に
住
む
人
間
と
し
て

あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
す
し
ね
」
と
、
お
だ
や
か
な
が
ら
確
固
と
し
た
言
葉
。
山
か
ら
海
へ
の
坂
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ス
ト

リ
ー
ト
〃
ト
ア
・
ロ
ー
ド
〃
・
恵
ま
れ
た
地
形
を
絵
に
な
る
風
景
に
一
・
つ
づ
つ
で
も
実
現
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
。（

小
泉
美
喜
子
）

婦人服のマキシン

か
け
つ
け
て
勉
強
さ
れ
た
そ
う
だ
。
国
際
港
都

〕
Ｅ
が
西
洋
文
化
の
接
点
で
あ
り
、
神
戸
商
人
の

シ
ョ
ン
ヘ
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
と
い
う
か
、

心
一

す
る
風
情
。
ま
た
そ
の
隣
り
の
谷
崎
潤
一
郎
名
付
の

フＫ

客
の
婦
人
帽
の
デ
ザ
イ
ン
を
見
よ
う
と
渡
辺
さ
ん
は

新しいトア・ロードの
マキシン ２

階
は
１
円
の
伽
俳
が
名
物
だ
っ
た
〃
エ
バ
ン
タ
イ
″

齢
に
面
白
い
。
そ
し
て
今
昭
和
五
十
年
。
焼
野
原
と
な

氏舟

応治力
で

し萱謝り

新

い
店
だ
っ
た
よ
う
だ
。

しア０

吃
ス
ト
ラ
ン
〃
ハ
イ
ウ
ェ
イ
″
の
前
に
は
ず
ら
り
と

自
家
用
車
が
並
ん
で
洋
食
を
楽
し
む
風
景
は
、
ハ
イ

カ
ラ
そ
の
も
の
だ
っ
た
と
か
。
そ
し
て
婦
人
帽
子

の
へ
の
オ
ッ
チ
ョ
コ
チ
ョ
イ
精
神
が
う
か
が
え
て
非

お
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頃
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ワ
ン
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ど
も
あ
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〃
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キ
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、
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装
婦
人
を
つ
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る
の
に
か
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港
に
観
光
船
が
入
る
と
乗

レ
ス

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



■＝

砂砂
ｒ
灯 一望

，鐸ﾗq輔

靴と舶来稚貨

ｈ

・‘・熱窟轟
亨

クロス

｜､

型〆型〆
世界の一流品をあつめたトアロード＜クロス＞

ノ
神戸トアロードＴＥＬ３９Ｉ－Ｉ７８Ｉ
神戸生田筋ＴＥＬ３３１－５９８３
さんちかレデイスタウンＴＥＬ３９１－２５６２（ 四月下旬、バリーの岐新靴

が到着いたします。

ﾖ 園国圏
…鐸一員二

ヨ 首 ヨ

＝＝ = ＝豊勾

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



/二 _二、あきらモード〈４月〉

大丸

鞠
一
画
一
面

センター

下
訴

驚忌

b e a U t y s a I o n 西野明

‘＃〃ｑｌ<irc，
神戸市生田区北野町3 丁目6 5 ノ３
９:o0 a m～6: o 0 p m壷22 1 - 9 0 8 0

１ｚ副彦
qkirq西野笑子

神戸市生田区三宮町２丁目３５
１０:o0am～6:o0p m壷331-4 4 6 1
●毎月1 1 冊、鋪三月、火峨休み

、そごう

U

１１胸‘
ザ

〆

宙さ里

冊酔 、

1１

●ローズあきら（三宮本通店）では毎 i 図水暇日、木曜日の二日間
ヤングを対象に腕をみがいた若い男性スタッフ三人が担当いたし
ます。（この日西野笑子はブルーあきら担当) 。料金も気軽にいた
しております。ぜひお立寄りください。９: O 0 a m ～６: O 0 p m 。
●水・木竃臼の新料金
シャンプー8 0 0 ～１，０００円、セット1 , 5 0 0 円、カット２，０００円、コー

ルド(ﾜﾝｺー ｽ)6,000円､ﾍｱダｲ5,500円､ﾏﾆ毒ﾕｱ1,5001割ン

竜』

あきら
の

新企画

ブルーあきらＩ新神戸

量
ｂ

≦蝿醇

道Ｐ鷺印一
画 . 塁ハ . 圭堅

ＷｌＮＤＢＬＯＷ西野明くﾍ ｱ ｰ デサｲ ﾅ ｰ ＞
風に吹かれて顔をなでる髪のように仕上げました｡ 自然で、
動きがあって、長い髪も春風に吹かれ軽やか。毛先の表怖
がいいのです。′モデル／横田礼子さ入

淫星雲箇産

i認

霧
召召
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ー
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ロ
ー
ド

●
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、
訓
訓巨
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●
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打
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コ
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